
整理番号 ＨＴ２６１６６ 分野 工学、歴史 （キーワード）3 次元ＣＧ、自動生成 

岐阜経済大学 

 かつてあった古代の建物を３次元コンピュータ・グラフィックスで復元してみよう 

先生（代表者） 杉原健一(すぎはらけんいち) 経営学部情報メディア学科・教授 

） 

自 己 紹 介  大手電機メーカーのマイコンの技術者として、勤めた後、教員に

転向。ＧＩＳ(地理情報システム)とＣＧを統合化して、「遺跡の復

元」や「防災まちづくり」に役立つ｢３次元都市モデル｣を自動的

に作るシステムの開発に取り組み、それに成功しました。 大手

コンサルタント企業２社と特許契約を結び、｢商品化｣されまし

た。ハリウッド映画のＣＧ制作者が発表する、ＣＧのオリンピック

といわれる Siggraph (シーグラフ)にも、４回発表しました。 

開催日時・ 

主な募集対象 

平成２６年８月２３日（土曜日） 

平成２６年１２月２０日（土曜日） 

（対象） 中学生・高校生 

中学生・高校生 

（人数） ３０名 

３０名 

集合場所・時間 岐阜経済大学 ９号館 スタジオ実習室 （集合時間） 午前９時半 

開 催 会 場  

（集合場所）  

岐阜経済大学 ９号館 

住所：〒503-8550 岐阜県大垣市北方町５-５０ 

アクセスマップ：http://www.gifu-keizai.ac.jp/outline/location/index.html 

内 容 

映画やゲームの３DCG（３次元コンピュータ・グラフィックス）を、た

だそれで遊ぶだけでなく、自分で作ってみませんか。地元の遺跡

の前に立って、かつてどんな建物が立っていたか想像してみまし

ょう。当時、高いビルのない時代に、ここには天にそびえる七重の

塔が立っていて、多くの人が参拝に来たんだって。３DCG でそれ

を作ってみましょう。「自動生成システム」が、手のかかる制作作

業を自動的に行います。最先端の「３DCG ソフト」と「自動生成シ

ステム」はすごいぞ。 

スケジュール 持 ち 物 

【第１回】８月２３日（土）、【第２回】１２月２０日（土）とも同一日程・内容 

 

9:30～10:00 受付（岐阜経済大学 9 号館） 

10:00～10:30 開講式（挨拶、オリエンテーション、科研費の説明） 

10:30～12:00 【講 義】 

①「３次元 CG の基礎と 3ds Max の基本操作の習

得」「地元の美濃国分寺の歴史」（講師：杉原 健一） 

②「中国 西安 大明宮の歴史」（講師：崔 宇） 

12:00～13:00 昼休み（昼食）、研究者などとの交流  

13:00～15:30 【実 習】 

①「プログラム」によって古代建物の３Ｄモデルを自

動生成する実習（講師：佐々木喜一郎） 

筆記用具。 

あれば、USB メモリ。作った３

DCG の作品を持って帰って

下さい。 

特 記 事 項  

皆さんと年齢の近いＴＡ（ティ

ーチング・アシスタント）の人

が、近くにいて、分からないと

きはやさしく教えます。 

 

 

 

 



②「古代の都」を走り抜けるビデオの制作実習 

（講師：杉原 健一） 

15:30～16:00 修了式（アンケート記入、未来博士号授与） 

16:00 終了・解散  

 

 

《お問い合わせ・お申し込み先》 

所 属 ・氏 名 ： 〈総務課〉 安田 天、梅原 慶子 

住 所 ： 岐阜県大垣市北方町５－５０ 

T E L 番 号 ： ０５８４－７７－３５０５ 

F A X 番 号  ： ０５８４－８１－７８０７ 

E - m a i l  ： soumu@gifu-keizai.ac.jp 

申込締切日 ： 【第 1回】平成 26年 8月 18日（月）、【第 2回】平成 26年 12月 12日（金） 

 

 

《プログラムのテーマと関係する科研費》 

研究代表者 研究期間 研究種目 課題番号 研究課題名 

杉原健一 
2010 ～

2012 
基盤研究（C） 22560537 

Web ベースの遺跡等の 3D モデ

ルを自動生成する考古学、まち

づくり支援システム 

 

 

 

 
★この科研費について、さらに詳しく知りたい方は、下記をクリック！ 

http://kaken.nii.ac.jp/ 

※国立情報学研究所の科研費データベースへリンクします。 

http://kaken.nii.ac.jp/

